
令 和 4年 度 の 教 育 活 動 等 に 対 す る 学 校 評 価 書

″ 学校関係者評価委iミ 会長 久保|||な ぎさ

1 幼稚日の崚青理含  建学の精神

教育 |1標

『  あかるく こころゆたかに 』

1 じょうぶなからだに

2 いのちをたいせつに (思いやりのあるrに )

3 やる気のある子に

4 よく考える子に

2 本年度の■点目●

○ コロナ禍を意識しながらも楽しい園生活が送れるよう教育活動や環境構成の li夫・改善に努め

る。

○ 研修テーマ『主体的なrどもの姿を目指して』を意識し、幼児 ・人―‐人の内面を育むようにき
め細かい保育を心掛ける。

○学び合う時間を大切にしていく中で、対話的な話し合いを重ね保育の質の向 |:を図っていく。

3 自己辞僣結果とそれに対する学校関係者評価結果

評 価 項 ‖
l.1 己 :i平  価 学 校 関 係 者 評 価

言平.点 幼稚園 としての視点 言平′イ、( 意見・評価

楽 しい園生活が送れる

よう教育活動や環境構

成の工夫・改善に努め

る中で、幼児にとつて

充実したものになるよ

う晨」なしている力、

A

。今年度もコロナ禍ではあ )́

たが、昨年度の反省を基に教

育活動を精選したり、環境構

成を整えながら保育を進めて

いった。保育行事については

その時々のコロナの状況を踏

まえ、
「

ども達が楽しんで参

加できるよう配慮した。

・金園児で取り組むこと、学

年単位で取 り組みことクラス

独自で取り組みこと等それぞ

れにI夫を加えながら実施で

きたことは、子ども達にとっ

て経験の積み重ねになり自信

に繋がっていったようだ。し

かしながらまだ不十分と感 じ

ることもあり次年度に継続 し

ていきたい。

A

・評価委員会当日、全クラス

の保育の様 rを参観 させ

ていただきました。クラス

入 llに 「本 11の保育内容・

ねらい」が提示され、わか

り易かったです。様々な保

育内容を展開 していまし

たが、どの年代においても

子ども達が幼稚園生活を

楽 しんでいる様 rを感 じ

ました。感性を育てる保育

や言葉かけか ら ′ども達

の思いを大切に している

様子を見取ることができ

ました。軸が しっかりして

いるか らこそ年代 ごと健

やかに成長 している姿が

見られるのだと考えます。
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主体的な子どもの姿を

目指し、幼児一人一人

の内面を育むよう適切

な指導・援助が考えら

れている力、

A

。様々な活動や遊び 。生活

の中から、学年ごとの視点

にγイ〕つて子どもの様子の事

例を年間通じて取っていっ

た。その事例を基に保育者

の援助や、より主体的な姿

につなげていくにはどうい

った手立てが必要か等、グ

ループワークをしてきた。

・個別指導計画を立案 し共

有することで同じ考えで

取り組むことができた。

A

・環境が様々な現代社会の中

で育つ子ども達。対応が難し

いこともあるかもしれませ

んがしっかりとした考えで

指導援助が行われていると

感じました。日々の積み重ね

の経験から、「聞く」「待つ」

「折り合いをつける」等、

多方面での育ちを感じまし

た。今後も子どもに寄り添っ

た保育となるよう望みます。

国内の施設設備環境等

幼児が安心 して生活で

きる施設設備環境 とな

つているだろうか。

・園庭遊具等、日常的な日

視や点検を行いながら安全

管理に努めている。遊具の

点検管理の他、事故を未然

に防げるような子ども自身

の安全管理に対する意識を

育てていきたい。

・ コロナ対策として 「マス

ク着用」「室内換気」「検温・

消毒」等、年間を通 じて実

施していることもあり、子

ども達の健康維持にも繁が

っている。次年度は感染症

分類 5類 となるので、対応

の見直しを考えていく。

・園内においてはセキュリテ

ィ、安全指導・管理、遊具点

検等を通して、子ども達の安

全な生活を保障するものと

なっていることは評価でき

ます。

・懸案の駐車場問題の他、虫

よけ対策としての網戸の必

要性、裏門フェンスの多すぎ

る掲示物の精査等、」幼稚園

らしい環境整備 として改善

を求めます。

○自己評価、学校関係者評価を経て、令和5年度への課題として以下の点を挙げました。

「主体的な子どもの姿を目指して」という研修テーマに沿って、様々な活動や遊び、生

活の中から、主体的な子どもの姿を見つけ育てていく。

2.学び合う時間を大切にしていく中で、対話的な話 し合いを重ね保育の質の向上を図って

いく。

以 上



令和 4年度 学校法人相愛学園 焼津豊田幼稚園 学校保健安全計画

0学校保健の柱

①園児の健やかな生活を守るため、保健に関する学習機会を推進し、自主的な健康生活の基

礎を培 う。

②健康診断を実施し、疾病異常の早期発見と早期治療を促すとともに、保護者との相談活動

に努める。

③ JRC(青 少年赤十字)活動の精神に基づき、保育室内外の環境美化を推進する。

④保護者を含めて、家庭ぐるみでの食育教育・環境教育の推進を図る。

0学校安全の構

①学校施設器具の定期安全点検を実施する。

②園児、教職員、家庭それぞれの防災意識を高め、同時に火災・震災に備えての国内定期訓

練を実施する。

③保育時間中の園施設内の巡回・監督についての分担表を整備し、担当者による監督・指導

を徹底する,

④日外活動時の事前現地調査 (下見)な らびに当日運営にあたつての監督者数、父親代表者

の同行に配慮 し、安全な事業実施を図る。

⑤交通教育の徹底を図り、事故防止に努めるとともに、保護者、教職員の交通道徳向上に向

けての啓蒙活動を行う。

⑥正円、通用門、裏円の施錠 。開錠管理を徹底し、不害者の侵入を防ぐとともに、定時国内

巡回や防犯カメラ管理によつて安全確認を進める。

以 上の柱に基づき、別紙のよ うな年間計画を作成 し、その実施に努める。

‐
l‐



令和4年度 学校保健安全計画

燒津豊田幼稚ロ

☆第1年期

5月 6月 フ・8月

口 行 ●
学 年 行 ● ●

,始 彙式 家麿肪問・●人面晨 3年少がん″リハイク

9入口式 母の日の会 16歯 ●検 じ 22“ ,式

23保 11者会役員会 17年 ■がんばリハイク 23● 田つこまつり

夕′E訪問・0人面謗 13内 ,4検じ
'

324-30■■保■

i9年中がんばリハイク

25内 科検お2

23わんばくホリデー

保 腱
安 全
管 理

心身の

管理

身体詢定 身体測定 身体 瀾定

慮急処置:a"壺 理 庫急処置記線薔理 歯 ,1検 鰺 応急処置:己録,理

内‖検診 健康秒断

`螢
枯ロ 感姜症罹患率口査

健康鰺晰未晏鰺者再検鰺 健康じ晰未受じ告再検鰺

ら急処E8己 饉壼理

■■,■

施設点検 施設点検 施設点検

"般
点嗅

施設内の理嗅笙● 施設内の■■●● 施設内の■■薔● 施設内の口晩雪●

トイレ・水■●の石

“

つけ トイレ・水■●の石麟つけ トイレ・水■■の石●つけ トイレ・水■■の石麟つけ

敦急覇の管理・補発 薇8鮨の管理・補丸 教急籍の管理・補充 敦急箱の書理・■え

日外活動中の教,4●日外活動фでの教急4● 日外活動中の教急率働

安全管理

施設彗具の安全点検 施設●具の安全点検 籠設彗スの安全点検 施設薔■の安全点検

施設内の巡回・監督 施設内の巡口・監督 施設内の巡回・監督

"設
内の超回・監督

籠餃内所定■所の撮影 日外活働中での漱餞活動 口外活動中での薇讀活動 園外着動中での秋蹟活動

施設内所定場所の■影 ブール活麟中の教餞活動 ブール活動中の教餞活動

防災・避難讀

“

施殷内所定11所 の撮影 厖般内。F定 場所の撮影

防 災・■腱 :‖

"
防災・■饉口

“

ユ ●
安 全
薇 青

保健 摘 諄

保●だより発行 保僣だより発行 保健だより発行 保●だより発行

基本的ヨロ・態度 手読いう 0(い 虫歯と由●をについて

`簗
■とその予防について

健康鰺晰の意■ 0身の口康について ■■薔■について ユ季体彙中のC凛 管理

歯墟き指■ 年■ 熱中症予防について

安全指導

口内での0餃防止 国内での●故防止 国内での事故防止

口外活動中の安全 日外活動中の安全 日外活動中の安全

凛 ,体 ■■の 安全 書 菫

重 崚
その他の
啓

'活
動

ら3処置 Ct処● CSユロ 瘍3処日

健 康 19散 活 動 使晨相談活動 使燎相級活動 僣豪相族話働

健康観察 健康餞瞑 腱燎崚凛 健康観察

■幸研修

21年■川盪び-3¨ |:●戸川 .

4月

13家 族●●日

26年■ハッピーナイトー1:12

身体力定



☆第2学期

9月 10月 11月 12月

口 行 事
学 年 行 事 ■

1始葉式・防災m練

!7ふれあいの日(中止)

15作 品展 1年少がんぼリハイク 9tちつき

20クリスマス会

22終象式

2,屎護者会おた0しみ会 17割 立:e念 日

―働日配愴 26=楽祭

∞ 年■Stハイク(中止, 27年中がんばリハイク

31年長がんばリハイク

保  優
安  全
管 理

身体測定

痣急処置記録鬱理

身体測定 身体力定

応急処置記録整理

身体測定

ら念処置:a録 整理ら3処置記録壺理

'台

療働告●

'電
治籠勧告●●理 感染症罹患率的■

年■視力検薔

暉崚管理

施設点検 施設点検 施設点検

施設内の■崚整●

施設点検

施設内の■崚奎● 施設内の環境●● 施設内の■崚壼薔

トイレ・水遺手の石麟つけトイレ・水道■の石鹸つけ トイレ・水■年の石麟つけ トイレ・ネ■■の石崚つけ

教急箱の管理・補充

日外活動中の教急準●

救急馬の管理・補完 敦急縮の管理・補充 薇摯箱の管理・■充

日外活動中の教34● 音楽祭の秩急率●体鋼

安全管理

施設器具の安全点検 施設●スの安全点検 施設薔具の安全点検

"餃
内の巡回・監督

防災・量鯰釧腋

施設内の進回・監督 施設内の巡口・監督

固外活動中ての教濃活動

防災・避難創練

施設内の巡回・監督

防人点検 防災・■腱釧崚

緊急時管理体鋼の見嘔し

防災・置腱・引差し麒練

保 健
安 全
教 育

保●指導

保健だよt,発 行 保健だより発行 保健だより発行 保腱だより発行

冬に,い やけどについてけがの処■と予防について颯学時検鰺事前指導 燿剛正しい生活・睡颯

生活署慣の見直し 日の大切さについて ユ邪の予防対策 冬幸休集中の健康管理

茉晏バランスと健康管理 うがい・手洗いについて

衣餞のコ節・工夫について

安全指導

口内での事故防止 国内での事故防止 国内での事故妨上 口内での事故防止

日外活動0の 安全 日外活動中の安全 日外活働中の安全

暉 壇
その他の

曽蒙活動

ら急処置 応急処置

健康相談活働

慮急処置

健凛相腋活動

お急処置

健康相餃活動腱凛相談活動

健康観察 ●壼観察 健康観察 健康観察

冬季研修

-12/tarofll|:.,a-

年■授力検■

心身の
管理

鮨餃薔■の安全点検

冬に負けない体力づぐ,



☆第3学期

1月 2月 3月

ロー 行 事
学 年 行 ● ●

8始 魚式 0節分の会 2年中お別れ会

10～ マラソンごっこ 18-日体験入ロ 3年少お別れ会

13年■明治製彙見学 24年■お別れ違足 |,||■■

年中視力検■

",■
18,7工■摂与式

年少■力検■

■ ●
安 全
管 理

心身の
管理

身体瀾定 身体測定 身体測定

応急処●le韓 菫理 応急処置記録

'電
応急処置1己録薔理

次年度健菫秒晰立案 次年底螢晨摯晰ユ案 次年度健康鰺断準●

■欠口■ 衝欠口薔 年間

`奎
症口憲

年中視力検■ 公

"●
理

●欠口■

凛崚管理

施設点検 籠餃点検 籠餃点検

籠餃内の燎曖●● 籠餃内の■■●● 籠餃内の■■整●

トイレ・水■■の石鹸つけ トイレ・水道■の石麟つけ トイレ・水道等の石麟つけ

秩急踊の管理・■え 萩3■の管理・檜充 教急編の管理・綸充

口外活動中の教忠拿●

安全管理

施設8■ の安全点検 籠餃3■の安全点検 施設3■の安全点検

施設内の巡回・

`督

施設内の

`回

・璧督 籠餃内の巡回・監督

訪災・こ饉

“

● 日外活動中での教■活慟 日外活動中での教饉活動

防災・■饉鋼崚 防災・避鯰罰韓

保 ●
安 全
枚  青

保僣指導

保健だより発行 保健だより発行 保●だより発行

4幸休彙後の腱■管理 嗅気の菫晏性について 1年間の健康管理の反省

インフルエンザ予防対策 寒さに負けない体力づくり ■につt｀ て

手滉い・うがいの■こし ●季休■中の(●康管理

安全,"●

国内での中故防止 圏内での0な防止 口内での事故防止

口外活動中の安全 ●季体彙中の安全指導

■ ■
その他の
書●活動

`急
処
=

ε急燿E 応急撻a

腱 凛相 餃活動 ●●,3麟 活● ● 庫相 摯活 動

●晨崚■ 健燎 観察 ●晨観察

■幸研●



令和 5年 3月 20日

学校法人相愛学園

理事長 本目 田 芳 久 殿

令和 4年度

学 校 評 価 総 括 報 告

報告者 焼津豊田幼稚園

園長  佐 野 正 子

理事長

決 済
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令和4年度 学校法人相愛学園焼津豊田幼稚園 学校評価の総括

園長 佐 野 正 チ

本年は、学校評価に関する事業を進めるにあたり、以下のような経過で作業を進めてま

いりました。

1.各学期においての教育活動、学級・学年運営の振 り返 り(1～ 3学期)

2.時期に応 じた父母アンケー トの読み取り、くみ上げ(1～3学期)

3.職員各自による自己点検 。評価の実施(R52月 上旬)

4.保護者アンケー トの実施(R5.2月 上旬)

5.各自己評価ならびに父母アンケー トの結果を踏まえた施設管理者の

自己点検 。評価             (R5320 理事長の確認決済)

6.学校関係者評価委員会の実施(R5220
7.学校関係者評価委員会からの報告(R53D
3.学校評価の総括を理事長に提出

自己点検・評価の内容については2月 20日 に報告したとお りですが、その後に実施さ

れた学校関係者評価委員会からもプラス評価とともに、いくつかの改善点も指摘されまし

た。来期への改善課題については以 下のとおりです。

1.「主体的な子どもの姿を目指 して」という研修テーマに沿って、様々な活動や遊

び、生活の中から、主体的な子どもの姿を見つけ育てていく。

2.学び合 う時間を大切にしていく中で、対話的な話し合いを重ね保育の質を図って

いく。

これらの事項については、令和 5年度の課題として真摯に捉え、十分な対応を検討 して

いきたいと考えます。

なお、安全管理、防災・防犯への対処については一定の評価をいただきましたが、大切

な園児の命をお預かりする施設として、引き続きさらに万全を期して取 り組んでまいりた

いと思います。

以 上1、 令和 4年度の本国学校評価の総括 として報告いたします。


